
令和６年４月1６日 初任者研修 スタート研修

仲間と共に、新しい一歩！

つながりひろがりはじめた初任の先生方の輪

南信地区に赴任した138名の初任者が一堂に

会しました。研修の前半は、緊張や不安もあり、

やや表情が硬い様子でした。しかし、互いの

考えや思いを、伝え、聴き、つなげていく中で、

少しずつ表情が和らいでいきました。
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午後の研修会では、「目指す授業」を明確にしていく一歩を踏み出した初任者の姿があり

ました。そこでは、南信地区に赴任された初任者が、共に高め合い学び合っていく仲間同士

の「つながり」を感じながら、様々な初任者と語り合い、交流をしました。

「目指す授業」を明確にしていく一歩を踏み出した初任者たち

伝えたいことが多くて、しゃべりすぎてしまうんです…。

子供の主体性を引き出すために、一人一人の子供が何を学びたいのか、何に興味や

疑問を抱いているのか、よく見ていきたいと思いました。【ふりかえり用紙より】

「楽しい」授業を目指したいと思っていたが、他の先生方と話し合う中で、

「楽しい」とはなにか？という新たな疑問が自分の中で生まれました。これを考

えることは子供たちに寄り添うことにもなるし、今後の大切な視点となると感じ

ました。【ふりかえり用紙より】

子供のことをよく知りたいと思った。声、表情、行動等から、子供の気持ちを考

えることで、伝える言葉が変わってくると感じました。【ふりかえり用紙より】

子供が主体的に学ぶためには、どのような導入や発問をすればよいか悩んでいます…。

研修会では、「目指す授業」

の具体やその理由を４人前後

のグループに分かれて話し合

いました。信州Basicを参考

に、学び合える雰囲気の学級

づくりについても、

考え合いました。
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「つながり」を感じながら語り合い、交流する初任者たち

新しい環境で分からないことが多く、うまくやっていけるか、漠然とした不安が

あります…。

小規模の学校で教科担当（学年担当）が一人なので、不安です…。

今回のスタート研修では、「目指す授業」と「つながり」を視点に研修を進めましたが、各校の研修

を推進する際においても、この二つを視点にしてみてはいかがでしょうか。初任者は、授業実践を重ね

る中で「目指す授業」をより明確にしていきますが、その過程において悩み不安になることもあります。

その際の支えの一つに「つながり」があるでしょう。例えば、メンターチームの話し合いの場や、職員

室の雑談の場で、初任者の「目指す授業」について定期的に話題に挙げることで、初任者にとっ

同じ学年担当の先生方の悩みは、自分自身にも通じる悩みでもありました。明日の

授業の参考になるような意見をたくさん教えてもらえることができ、とてもよい時間

になりました。【ふりかえり用紙より】

て校内の先生方とのより強い「つながり」を感じるきっかけになるのではないでしょうか。今

後の事務所主催の研修でも、「目指す授業」「つながり」を大切にした支援を行っていきます。

同じ教科の仲間がいることは、初任研コーディネーターの先生から聞いていて知っ

ていました。直接会って話すことができて嬉しかったし、少し安心しました。これ

からもつながりがあると思うので、出会いを大切にしたいです。【インタビューより】

県内初任者の約35％が南信地区の学校

に所属しています。初任者同士の

「つながり」を感じながら、同学年や

同教科同士、和やかな雰囲気で語り合

いました。

「つながり」を感じながら、

同学年や同教科同士、和やか

な雰囲気で語り合いました。
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４

「ちょっと読んでみよう」（資料紹介）

『令和６年度 教育課程編成・学習指導の基本』(通称：青本) PART２

本号では、前号に引き続いて、「教育課程編成・学習指導の基本」の中の、教育課程・

学習指導改善の三つの重点とその具体について抜粋して掲載します。
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